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　テンプル家とオズボーン家は，ウィリアム（以下，
テンプルと記す）とドロシーの結婚に強く反対して
いた。結婚を認めなかった理由の１つは，両家の政
治的立場の違いにあった。だがそれ以上に重要な理
由として，財産問題があった。とりわけそれは，テ
ンプル家にとって最大の関心事であった。当時の結
婚は，家族の社会的地位や物質的安定性を確保する
ために行われるのが一般的で，結婚する当事者の人
柄や愛情の有無はいわば二の次であった。男性の側
では，新婦の持参金（dowry/portion）によって家
産を増大させることができた。また新婦の実家で男
子の血統が途絶えるようなことがあれば，時にはそ
の財産が転がり込んでくるという幸運に恵まれるこ
ともあった。それゆえ結婚という慶事の背後には打
算的な思惑が潜んでいたが，同様のことは女性の側
でも言いえた。多額の持参金をもってできるだけ格
上の家柄の者に嫁がせ⑵，新しい姻戚関係を通じて
家門の繁栄を図ろうとしたのであり，そのためこの
時代の結婚は，当事者２人の問題と言うよりは，む
しろ両家の盛運をかけた「最も重要なビジネス」で
あったのである⑶。
　結婚をめぐるこうした事情を考えると，テンプル
の父親のサー・ジョンにとって，オズボーン家は姻
戚関係を結びたい相手では決してなかった。オズ
ボーン家はチックサンズに年収4000ポンドの土地
を保有するジェントリであったが，内乱によって破
産状態となり，今や年収400ポンドにまで零落して
いた。サー・ジョンからすれば，テンプル家の長男
にふさわしい最高の教育を受けさせ，大金を使って
大陸旅行にまで行かせた自慢の息子である。ドロ
シーよりはるかに良い縁談があるはずであり⑷，貧
しい家の娘との結婚などおよそ認めることができな
かった。他方，オズボーン家にも言い分があった。
没落した同家を再興させるうえにドロシーの結婚は
重要な意味をもっていたが，オズボーン家からすれ
ば，テンプル家は必ずしも資産家ではなく，またア
イルランド記録長官としてのサ ・ージョンの地位も，
高位の官職であるとはいえ，パトロネージを行使し
て縁故者に利益を供与しうるほど影響力のあるポス
トではなかった。そして肝心のテンプル本人も，将
来の出世間違いなしと思わせるほど有能な若者とも
思えなかったのである。それゆえ，ドロシーの嫁ぎ
先としてテンプル家ではもの足りないというのがオ
ズボーン家の大方の見方であった。とくに，この結
婚に異常なまでに反対したのは兄のヘンリーであっ
た。
　ヘンリーについては先に少しく触れたが，彼はド
ロシーに兄妹愛以上の感情を抱いていたようであ
る。ドロシーもそのことに気づいており，ヘンリー
から来た手紙を誰かが見たら，「愛人に出すつもり
だった恋文を間違って送ったに違いない」と思い，
「誰も兄からのものだとは考えないでしよう⑸」と
テンプルに書いている。ジェーン・ダンは，ヘンリー
はホモセクシャルであった可能性があると言う。当
時，ホモセクシュアリティは神に対する恥ずべき罪
と見なされ，厳罰の対象であった⑹。そのためヘン
リーはそうした性的指向を自己抑制しなければなら
なかったが，ダンによれば，その抑圧感情の捌け口
となったのがドロシーであった。すなわち，ヘンリー
は抑圧された情欲をことごとくドロシーに向け，テ
ンプルとの恋を邪魔することにエネルギーを注いだ
と言うのである⑺。この見解の妥当性はともかくと
して，ヘンリーの嫉妬心が異常なほど激しかったこ
とは間違いない。テンプルとの結婚を阻むために，
彼は狂おしいまでの嫉妬に駆られた言動をとってい
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る。その消息を，デイヴィッド・セシルは的確に次
のように描写している。いささか長いが引用してお
こう。
　「ヘンリー・オズボーン大佐は，テンプルに反対
する者のなかで最も恐るべき存在だった。ドロ
シーの手紙のなかに時としてちらりちらりと現れ
るその姿……から判断すると，彼は非常に気難し
い性格の男に見える。精神の均衡がとれず，わが
ままで自己本位で，世俗的な奸智と抑制のきかぬ
情熱の衝動が不安定に混じり合っている。そのう
え，彼の反対は他の親族とは別のもっと強い動機
から生じていた。彼はドロシーに対する奇妙な強
迫的な愛情に取り憑かれていて，……そのため彼
女が誰か他の男を深く愛しはしないかと激しい嫉
妬心を抱いていたのだった。いずれ彼女も結婚し
なければならないことは，彼も不可避なことと認
めてはいた。しかしその結婚は，是が非でも愛に
よるものであっては困るのだ。鋭い嫉妬の目に
よって，彼はテンプルに対する彼女の感情を見抜
いた。そして独身者で職業をもたず，チックサン
ズで長い時間を過ごすことができたので，彼は自
分のエネルギーのすべてをその結婚の実現を妨げ
ることに注いだのだった。魅力のない求婚者を
次々に持ち出したり，彼女がロンドンへ出かけて
いる間の様子を探偵したり，１人でいるとき何を
しているかと召使いたちに尋ねたり，引き出しの
中の手紙を探したり，ロンドンから来る郵便を途
中で押さえようとしたりした。とりわけ彼はドロ
シーと論争した。裁判官のような冷静さを装って，
夫たるべき人物の富と地位のこの上なき重要性を
強調することもあったし，また情熱の移ろいやす
さと，それに身を委ねることの悲惨な結果につい
ていっそう熱心に縷々説くこともあった。そのう
え，数限りない工夫を凝らしてテンプルに関する
真相を聞き出そうとしたり，自分と彼女が仲違い
でもするようなことがあれば，自分はいかに苦し
むかと，その感傷的な姿を描いてみせるのだった。
あるいはまた，自分の承諾なしに結婚するような
ことがあれば，情け容赦ない敵意をもって彼女を
追いつめるつもりだと，怒りに声を張り上げて脅
すこともあったのである。⑻」
　この時期に書かれたテンプルのドロシー宛書簡
で，現存しているのはわずか１通のみである。Ｇ・Ｃ・
ムーア・スミスは，ドロシーの死後，おそらくテン
プルが自分の出した恋文だけを破棄したのだろうと
推測している⑼。だが真相は，ドロシーがテンプル
から届いた手紙を読み終えると，彼の求めに応じて
直ちに焼却処分していたようである。否，処分せざ
るをえなかった。なぜならば，上のセシルの引用文
にもあるように，兄のヘンリーがテンプルから手紙
が来ていないかどうかを探るために，ドロシーの引
き出しの中まで執拗に調べていたからである。テン
プルは２人の仲を裂かれないために，文通している
ことを隠してその痕跡を消す必要があったし，ドロ
シーの方ではヘンリーを極度に恐れていた。偏執狂
的な兄を怒らせると，嫉妬のあまり何をされるかわ
からない怖さがあった。そのためドロシーは，おそ
らく後ろ髪引かれる思いで手紙を火中に投じていた
と思われる⑽。そしてテンプルに出す場合も，兄の
目を欺いてロンドンの知人宛に出し，そこを経由し
てテンプルが受け取るという迂回策をとっていたの
であった⑾。
　結婚に反対したのは兄たちだけではない。叔母や
従姉妹たちも同様であり，別な求婚者が現れればテ
ンプルといずれ別れるだろうと楽観的に考え，次か
ら次へと男性を紹介していた。求婚者は月に１人ぐ
らいのペースで現れたという。そのなかでも大物は
オリヴァー・クロムウエルの息子で，のちにアイル
ランド総督となるヘンリ ・ークロムウエルであった。
テンプルと同年齢のこの人物は，快活で愛想の良い
知的な若者であった。彼は犬好きのドロシーに何匹
かのグレイハウンドを贈っている⑿。ドロシーは，
次々と現れる求婚者のなかではこの人物に好感を
もっていたようである⒀。だが結局なびくことはな
かった。クロムウェルを含め，紹介された男性はど
れもテンプルほどの魅力を感じなかったからであ
る。ドロシーは，求婚者たちのなかに理想の夫像と
は正反対のものを見ていた。彼女はテンプルに，夫
としてふ
、
さ
、
わ
、
し
、
く
、
な
、
い
、
男性像について次のような手
紙を書いている。それは，ドロシーが望む理想の夫
像の裏返しであった。そしてそれは同時に，テンプ
ルにこのような男性であってほしくないと暗に伝え
るメッセージでもあった。
　「夫たるものは，あまりに郷紳ぶっていて，鷹や
犬のことしか知らず，妻よりもそういうものの方
に愛着を抱くというふうであってはならないと思
います。また次には，治安判事になり，１度は州
長官を務めてみたいというのが人生の目標で，法
律の本しか読まず，研究することと言えば，いか
にして自分の話のなかにラテン語を混入させて意
見を異にする隣人たちを驚かすかということだけ
で，彼らを説得して落ち着かせるよりも，脅かし
てやろうなどと考えている人も困ります。まず自
由な学校で学び，それから大学へ送られ，やっと
法学院へ行って終わりというのも駄目です。こう
いうところで得た友人しかいなくて，古い法律書
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から拾い集めたフランス語を話したり，昔行われ
たお祭り騒ぎについて聞いた話ばかり賛美する人
もです。街の伊達男で居酒屋や旅館に住み込み，
連れがいないと１時間も１人でいることができ
ず，ただ眠るしか能がないとか，女と見れば言い
寄り，誰でも言うことを聞くと思い，皆に笑い者
にされる人もいけません。旅の経験の豊かな紳士
だが頭は空っぽで，話題はダンスや決闘のことば
かり，誰が見てもぞっとするような肌もあらわな
服を着る勇気だけはある，というような人も落第
です。いかなる点でも愚かでなく，気難しいつむ
じ曲がりでなく，気位が高くなく貪欲でない人，
そして最後に『私を愛していなければならない』
ことを付け加えねばなりません。⒁」
７．教育
　さて，ドロシーはテンプルとの結婚を周囲から反
対され続けたが，テンプルへの愛情が弱まることは
なかった。他方テンプルは，思うように進展しない
結婚問題に焦りを感じていた。このままの状態が続
けば，いずれドロシーの前に魅力的な求婚者が現れ
てくるのではないかという不安に駆られていた。そ
こでテンプルは，ドロシーの気持ちを確認するため，
チックサンズへ訪ねて行きたい旨しきりに訴えるよ
うになる。だが彼女の返事は，家族の同意が得られ
ないうちはとうてい無理だと断るのが常であった。
ドロシーは状況を見ながら物事を判断する賢明な女
性であった。情熱に駆られたテンプルの軽はずみな
行動が，兄たちの怒りを買って，ついには２人の破
局へと至る原因になることをよく知っていた。それ
ゆえドロシーは，テンプルに自重するよう強く求め
る。
　ドロシーには運命に耐える力があった。というよ
りも，運命に抗うだけの強い自立心がなかったと言
うべきかもしれない。彼女の悲観的な人生観につい
ては後述するが，ドロシーはテンプルとの結婚を熱
望しながらも，結婚とは家族の同意の上に成り立つ
ものだということを固く信じていた。たとえ家族か
ら反対されようとも，自分の意志を貫いて，自分の
幸せは自分の力でつかみ取るものだと考えるような
強い女性ではなかった。彼女のこうした姿勢は，生
来の万事控えめな性格のあらわれであるとともに，
幼いときからの教育によって身に付いたものであろ
う。ドロシーが具体的にどのような教育を受けたか
は定かでない。だが当時，上流階級の女性は上品で
礼節をわきまえ，男性の後ろで慎み深く控えめに生
きるのが理想とされていた。自立心や大望はレディ
にはおよそふさわしくなく，個性的で自己主張の強
い女性は，たとえば詩の出版や奇抜な衣装で人びと
の耳目を集めたニューカッスル公爵夫人のように，
世間の常識から外れた風変わりな人間と見なされた
ばかりか，時には狂人というレッテルを貼られて，
嘲笑や哀れみの対象になることすらあった。ちなみ
に，王党派詩人のリチャード・ラヴレイスは，ニュー
カッスル公爵夫人を痛烈に諷した詩を詠んでいる⒂。
また日記作家のサミュエル・ピープスは，彼女を評
して「うぬぼれが強く，頭のおかしくなった滑稽な
女性⒃」と述べているし，同性であるドロシーでさ
え，ロンドンの「ベドラム〔精神病院〕には〔公爵
夫人よりも〕まともな人がたくさんいます⒄」と書
いているのである。こうした評言からも推し量るこ
とができるように，当時の女子教育は，ニューカッ
スル公爵夫人のような女性にな
、
ら
、
な
、
い
、
よ
、
う
、
に
、
行われ
るのが基本であった。
　上流階級の女子に求められたのは，良き家柄の男
性に嫁ぎ，レディとして振る舞うにふさわしい才芸
を身に付けることであった。具体的には，読み書き
能力，とりわけフランス語の習得，音楽，ダンス，
絵画，刺繍等であった。ちなみに，ドロシーの同時
代人で彼女と同じく外交官夫人になったアン・ファ
ンショーは，自身は少女時代に乗馬や駆けっこなど
活動的なことをしたかったにもかかわらず，母親か
ら「フランス語，歌，リュート，〔小型の鍵盤楽器
である〕ヴァージナル，ダンス⒅」など，ジェント
リの娘としての教育を施されたと自伝で語ってい
る。そしてこうした女子教育に大きな影響を与えた
のが，イタリアの人文主義者バルダッサーレ・カス
ティリオーネの『宮廷人』（Il libro del Cortegiano, 
1528）であった。この作品は，16世紀初頭のウルビー
ノの宮廷で，人文主義的教養をもった何人かの男女
が，「完全な宮廷人」をめぐって４夜にわたり洗練
された会話を交わす様を描いたものであり，上流階
級の教養や社交術を説いた作法書として大好評を博
した。多くの版を重ね，フランス語，スペイン語，
ドイツ語などに翻訳され，イングランドでも1561
年に廷臣のサー・トマス・ホービーによって英訳さ
れている。この作法書は全４編から成り，第３編で
宮廷における女性のあり方が，容姿，貞淑，話し方，
ウィット，ダンス，歌，演奏，衣装，身に付けるべ
き知識などをめぐって事細かく説かれている⒆。女
子教育に果たした役割は大きく，理想的な貴紳と貴
婦人の規範として，長きにわたって影響力を保ち続
けたのであった⒇。
　ドロシーもアン・ファンショーと同様の教育を受
けたと思われる。家庭内で母親や家庭教師から教
わったのか，それとも寄宿学校で学んだのかは不明
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であるが，ドロシーは優れた才芸を身に付け，フ
ランス語に関しても，多くの文学作品をフランス語
の原典で読むほどであった。1640年代の女性の非
識字率が90パーセント，男性でも70パーセントの
時代である。ドロシーの受けた教育の高さを知る
ことができよう。ただし，女性にフランス語の習得
が求められたのは，教養のためというよりは，日常
の家庭生活に有用な実用的知識を得るためであっ
た。たとえば同時代人のサー・ラルフ・ヴァーニー
によれば，フランス語をマスターすれば，ロマンス
物語，戯曲，詩などの書物を通じてフランスの料理
法，菓子の作り方，庭園管理の仕方など，要するに
家政に有益な洗練された知識を得ることができるの
である。かくして女性に必要とされたのは，家父
長制のもとで男性に奉仕し，家庭を守り，来客を優
雅にもてなし，ソフィスティケイトされた会話を交
わすのに役立つ実用的な知識であり技芸であった。
女性には，古典の教養や政治的能力や自立した精神
などまったく期待されておらず，むしろ男性の庇護
のもとで，女性としての義務を上品かつ優美に果た
していくのが理想と考えられていた。そのためドロ
シーが，家長の権威が強固な時代に，結婚とは家族
の同意の上に成り立つものだと考えていたのも，当
時の状況からすればごく普通のことであったのであ
る。
８．宗教
　ところで，ドロシーのこのような考え方に影響を
与えたのは，もちろん上述のような教育だけではな
い。むしろより大きな役割を果たしたのは，宗教で
あった。当時の人びとの生活のなかで，宗派を問わ
ず信仰が大きな位置を占めていたことは改めて言う
までもないであろう。王室付家庭教師の娘で自伝を
残したハルケット夫人は，母親が子どもを育てる際
に最も重視したのは信仰であり，母親の目の前で夏
季は朝の５時から，冬季は６時から毎日欠かさずお
祈りしたこと，午前中は聖書を読んだこと，一日の
終わりは朝と同じくお祈りであったこと，そして礼
拝と説教を聞くためによく教会へ通ったことなど
を，母親への感謝の気持ちを込めて回想している。
おそらくドロシーも，これとよく似た宗教教育を施
されたことであろう。この時代の人びとにとって，
宗教は絶対的に欠くことのできない精神の一部であ
り，魂の救済者にして良心の誘導力，日常生活を律
する最も強固な道徳的基盤であった。のちにテンプ
ルの友人となるハリファックス侯ジョージ・サヴィ
ルも，『娘への助言』（Advice to a Daughter, 1688）
でこう述べている。「考慮すべき最も重要なものは
宗教です。それはお前が考える第一のものでなけれ
ばなりません」。「宗教は気高い理性です。……それ
はあらゆる美徳の基礎であり帝王です。宗教は，完
全性の唯一のものたる神のもとへと導かれることに
よって，頂点にまで高められた道徳です。それは知
性を掃き清め，われわれの魂にまつわりつく塵埃を
払い落としてくれます」。宗教は，神への信仰を
通して人びとの魂を救い，生きる意味を教えるとと
もに，人格を陶冶して道徳性を高めるものであった
のである。
　ドロシーは信仰に関する書物もよく読んでいた。
彼女が最も気に入っていたのは，国教会の著名な説
教者で，神学者としても知られるジェレミー・テイ
ラーの書物であった。テイラーは，チャールズ１世
の宮廷付き牧師や国王軍付き牧師を務めたあと，
ピューリタンによって一時カーディガン城に幽閉さ
れたが，王政復古後はアイルランドのダウン・アン
ド・コナー主教，ドロモア主教，ダブリン・トリニ
ティ・カレッジのヴァイス・チャンセラー（副総長）
などを歴任した人物である。彼は，テンプルの叔父
のヘンリー・ハモンドと同様キャロライン神学者の
１人で，歴史的主教制やカトリック的なサクラメン
トを重視し，規則正しい信仰生活の回復を主張して
いた。テイラーは説教集をはじめ，教会論，宗教
的寛容論，聖餐論，道徳神学などに関する書物を著
している。そのなかでもとくに有名なのは，敬虔な
信仰生活を説いた『神聖なる生活の規則と実践』
（The Rule and Exercise of Holy Living, 1650）で
あった。ドロシーはテンプルに，「私がテイラー博
士の信奉者であることはご存じのはずです」と述
べているが，彼女が「信奉者」を自認するほど熱心
に読んでいたのがこの書物であった。
　テイラーは『神聖なる生活』の第１章で，「差し迫っ
た必要に備えて正しい仕事に励むよう心がけるべき
である」（『テトスへの手紙』3.14）という聖パウロ
の言葉を引用しながら，子どもを育て，家政を切り
盛りし，貧しい家を訪問して施しを行い，近隣の人
びとには丁重で，夫や精神的指導者（spiritual 
guides）の言うことを静かに聞き，良書を読み，よ
くお祈りすること等々を上流階級に属する女性キリ
スト者の義務として列挙している。また第３章「キ
リスト教徒の正義」（“Of Christian Justice”）では，
すべての者は上に立つ権威に従うべきであると説い
ている。けだし聖書で言われているように，「神に
よらない権威はなく，およそ存在している権威はす
べて神によって立てられたものだからである」
（『ローマ人への手紙』13.1）。これをテイラーは次
のように言う。「あらゆる権威は神に由来し，われ
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われの上位者は神的権力のイメージを帯びている」。
「神は，君主や両親や精神的指導者といった地位に
ある人びとに自らの権威を刻印した」。したがっ
てテイラーからすれば，「汝の王，汝の大臣，汝の
両親および精神的指導者に敬意を払う」のは当然で
あり，「たとえいかなる言い分があろうとも，王や
両親に反抗してはならない」のである。こうした
テイラーの考え方が，保守的傾向を色濃く帯びてい
ることは改めて言うまでもないであろう。
９．世評と愛情
　ところで，キリスト教信仰が正しくなされている
かどうかは，日々の行動を見ればある程度わかると
いうのがテイラーの基本的な考え方であった。彼に
よれば，人間の内面はその人の外面に自ずと現れる
ものである。したがってそれを見る他人の目，つま
り世間の評判は決して無視しえず，むしろ人間評価
における１つの判断基準となりうるものなのであ
る。テイラーを信奉していたドロシーが，結婚にお
ける家族の同意を重要視し，親の意向に逆らうよう
なことはできないと考えていた理由はまさにここに
ある。彼女は「他人から見られ，知られ，噂される」
ということを強く意識していた。良い評判こそが大
事であり，逆に悪評が立って非難されたり，侮蔑さ
れたりすることを極度に恐れていた。
　「世間から尊敬を受けなければ幸福になれないか
のように，その尊敬を得ようと思うのはおそらく
私の弱点なのでしょう。しかし世の慣習が絶対に
必要だと認めてきたものが確かに存在します。そ
して評判はその１つだと思っています。自分の姿
が人に見えなければ，私もしたいようにいたしま
す。しかしすべて人間は，いかに嫌だと思っても
他人から見られ，知られ，噂されることに決まっ
ている以上，その噂が正しくても正しくなくても，
少なくとも悪口だけは言われたくないと思わない
人はいないのではないでしょうか。いくら自分の
純真さに満足していても，世間から罪人だと思わ
れて平気でいる人はいません。自尊心が強いため
に，悪い噂をはねつけようとする人もいますが，
結局それを回避するわけにはいかないことを悟る
のです。しかし，強固な理性をもっているとうぬ
ぼれている人は大勢いても，理性の強さでもって
噂をはねつける人はいないのです。」
　こうしてドロシーは，他人の視線や世間の評価を
強く意識する。だが彼女自身，特別に神経質であっ
たわけでも自意識過剰であったわけでもなかった。
彼女の受けた保守的な女子教育が，当時の家父長制
のもとではごく一般的であったように，この時代の
イングランドでは，キース・トマスの表現を用いる
ならば，「他人の評判を良くしておきたいという願
望こそが人間の行動を規定する第一の要因であった
」。そしてそうした願望はあらゆる社会層の人び
とに共通して見られ，男も女も，否，子どもですら
良い世評を求めたのである。とりわけ貴族やジェ
ントリにとって，名誉や名声は最高の価値であった。
逆に人から馬鹿にされたり，嘲笑されたりしないよ
うにするのが肝要であった。再びキース・トマスか
ら引用すれば，「名誉は社会的規律の役割を果たし
た。それはまた，すべての構成員に対して集団内の
良い評判を確保する意欲をもち続けさせることに
なったが，そのためには，各自が社会的に割り当て
られた役割を果たすべきで，不名誉なことは避ける
べきだ，ということにもなったのである」。それ
ゆえわれわれも，世評に対するドロシーの態度をこ
うした時代のエートスを考慮しながら見ていくべき
であろう。デイヴィッド・セシルも言っている。「彼
女の階級とこの時代の思想が，ドロシーの態度の原
因の一部を成していることは確かである。キャロラ
イン王朝のジェントリにとって，世評と個人の名誉
とは分かち難く結びついていた。自分の名声を泥ま
みれにしないことは，自分自身への義務の一部で
あった。そして社会の秩序が神の承認を得ていると
考えられている以上，その社会の最も尊敬に値する
成員たちから十分考慮したうえでの非難を招くこと
は，キャロライン王朝の人びとにとってまことに重
大なことであったのである」。
　かくしてドロシーは，宗教の教えと名声を失うこ
とへの不安から家族の権威に楯突くことはできな
かった。「私は，父親の同意なしに自分の身の振り
方を決めるなど考えることもできません。父は，他
のほとんどの親御さんたちよりも〔自分のことを自
分で決める〕権限を私に与えてくれましたが，……
それ〔父の同意を得ること〕は私の義務なのです」。
したがってドロシーには，良家の娘にふさわしい結
婚相手を選ぶことが，家族に対する何よりもの務め
であった。重要なのは相手の経済力や社会的地位で
あり，それらを度外視して恋愛感情だけで結婚すれ
ば，人びとから軽率という誹りを受け，蔑みの目で
見られること必定であったのである。
　ドロシーは，慣習に縛られた保守的な考え方をし
ていた。彼女も時代の子どもであったと言うべきで
あろう。しかしながらわれわれは，彼女が地位と財
産，とりわけ後者が相手を選ぶ絶対的な条件と考え
ていたわけではないことにも留意しておく必要があ
る。財産が大事であることは，もちろんドロシーも
十分承知していた。だが同時に彼女は，財産目当て
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の結婚はまったく恥ずべき自滅的な結婚であるとも
考えていたのである。ちなみに，ドロシーの親しい
友人の姉にイザベラ・ティンという女性がいる。た
いへん美しい魅力的な女性で，彼女ほど素敵な人を
見たのははじめてだとドロシーは言っている。だが
イザベラは財産があるという理由だけで獣のような
男と結婚し，そのためすっかり品位を落としてし
まった，とドロシーは厳しい評価を下しているので
ある。
　ドロシーは地位や財産を重視しながらも，それら
を絶対視することはなかった。また世間の目を意識
しながらも，心のなかでは他人の評価に振り回され
るのを嫌っていた。むしろ彼女自身は，人目に立つ
ことなく，静かで落ち着いた人生を送ることを願っ
ていた。「白状しますが，私は世間（the world）の
陰口や噂話が生まれつき嫌いです」。「もし自分で
自分の幸福を選ぶことができるならば，その重要な
部分は〔世間から〕隠れているというところにある
でしょう」。『変身物語』のバウキスとピレモンの
ように，世俗の煩わしさから逃れ，ハーム島で二人
だけでそっと暮らすことができたら何て幸せだろう
か，とテンプルに心情を吐露していたことは別稿で
見たとおりである。
　世間の評価は重要である。だがドロシーはそれを
絶対的なものとは見なさなかったし，世評と並ん
で大切なものがあることをよく知っていた。言うま
でもなく，それは相互の純粋な愛情である。名誉や
名声が大切なものであるように，愛情もかけがえの
ないものであり，結婚において絶対欠きえぬものの
ように思われたのである。それゆえドロシーには，
地位や財産だけを目当てにした愛情なき打算的な結
婚などありえなかった。ジェレミー・テイラーも，
結婚における愛情の崇高さを有名な説教でこう述べ
ていた。「結婚の愛情は光のように純粋で，教会堂の
ように神聖で，天地のように永続するものである」
と。テイラーの影響もあったのであろう，ドロシー
も同様の考え方をしていた。そしてドロシーの考え
る愛情とは，相手の人格に対する尊敬の念を伴った
理性的な愛であった。「情念は，それを妥当と認め
る理性がなければ自ずと消え去るものです。でも理
性があれば，ずっと持続する可能性があります」。
まずは愛情，尊敬，そしてそれらの上にこそ相互の
信頼が成り立つのである。バウキスとピレモンのよ
うな生活に，「敬虔な心と愛情だけで成り立つ満ち
足りた結婚の極致」を見たのも，日頃からドロシー
がこうした結婚観を抱いていたからにほかならな
い。だがそうであるからこそ，つまり世評や家族の
権威を重んじる一方，純粋な愛情の大切さもはっき
りと認識していたがゆえに，それらの狭間でドロ
シーの心は揺れ動き，苦悩せざるをえなかったので
ある。
1₀．危機
　1653年の８月，オズボーン家に突然不幸が襲った。
ロバート・オズボーンの急逝である。ジェーン・
ダンは溺死としているが，正確な死因は不明であ
る。享年27，独身であった。ロバートは，５年前
の1648年にドロシーがフランス北西部のサン・マ
ロにいる父親を訪ねて旅をしたとき，行動を共にし
たドロシーより１つ年上の兄である。このとき21
歳のドロシーが旅の途中に立ち寄ったワイト島で，
同じくフランスに向けて旅行中のテンプルと出会
い，ここから２人の恋が始まったことはすでに見た
とおりである。
　末子のドロシーの上に９人の兄姉がいたが，ロ
バートの死の前にすでに６人が没しているので，残
るは長兄のジョンと次兄のヘンリーだけとなった。
仲の良かったロバートの死は，ドロシーにとって大
きな衝撃であったに違いない。これ以降彼女はふさ
ぎ込むことが多く，人生を悲観的に考える傾向が増
してくる。
　元来ドロシーは楽天的で，ウィットに富んだ明る
い性格をしていた。だがしだいに沈みがちとなり，
人生に対しても明るい見方をすることができなく
なっていた。おそらくそれは，内乱による数々の悲
劇が彼女の内面に暗い影を落としていたからであろ
う。２人の兄は戦死し，辛苦をなめ尽くした母親は
心労から病没，国王のために戦った父親は敗残して
今や死の床に伏している。祖先から伝わった財産も
戦費などでほとんど消えてしまった。悲劇はドロ
シーだけではない。友人たちの家族にもそれは容赦
なく襲いかかっていた。ドロシーの最も親しい友人
であるダイアナ・リッチの父親ホランド伯ヘンリ ・ー
リッチは，国王処刑の40日後に議会派によって斬
首されている。またアン・ウェントワースの父親で，
チャールズ１世の助言者として有名なストラフォー
ド伯トマス・ウェントワースも，長期議会で弾劾さ
れ，革命前夜に反逆罪で処刑されている。ドロシー
の周辺では，絶えず血の臭いがしていた。生前，時
代の波に翻弄されて人間不信に陥った母親は，「こ
れまで生きてきて，今ほど悪い人たちに会ったこと
がないわ。そのうちお前もわかることよ」とドロ
シーに言っていたという。クロムウェルの護国卿政
権樹立（1653年12月）後も，国内秩序はなおも混
沌としていた。明るい見通しはなく，むしろ事態は
今よりもっと悪くなるかもしれない。暗雲が垂れ込
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めていた。いつ悲劇が襲ってくるかもしれず，不安
と恐怖心がこの時代の人びとを捉えていた。ドロ
シーが陰鬱とし，暗い人生観しかもちえなくなった
としても不思議ではない。ロバートの急死から９カ
月後，「この世は矛盾と突然の不幸な出来事から成
り立っています｣ とテンプルに書いている。「突
然の不幸な出来事」は，ドロシーの心の底から出た
言葉であったに違いない。
　ドロシーは，「この世に完璧な幸福といったもの
など存在しません」と言っている。あるのは，身
近なところに転がっているおよそ完璧でない小さな
幸福であろう。だがときどき彼女は，自分はその種
の小さな幸福からも見放されているのではないか，
と思うことがあった。「私は幸せな身に生まれたの
か，それとも非常に不幸な身に生まれたのか，その
いずれなのかわかりません」と述べているが，悪
いことが度重なるにつれて，彼女は自分の不幸な運
命を意識するようになる。もちろん彼女も若い女性
らしい夢を抱いてはいた。けれども夢は所詮夢で
あって，それを追いかければ追いかけるほど逃げ
去っていくように思われた。またそれが人生の実相
であるようにも思われた。ドロシーの人生の見方は
悲観的である。無気力であったわけでも，投げやり
であったわけでもない。人にはそれぞれ器があって，
その器以上のことを求めても，結局は失望で終わる
だけのように感じられたのである。彼女のネガティ
ブな人生観を示す言葉がある。「人生で何かを真剣
に望んでも，私はいつも拒まれました。運命に弄ば
れるだけだと思って，願い事をするのが怖かったこ
とが何度もあります」。希望をもつことは大事で
ある。しかし希望は必ずしもかなえられるわけでは
なく，むしろその反対になることの方が多いことを，
ドロシーはこの暗澹とした時代のなかで経験則的に
感じ取っていたのである。
　結婚に対する両家の反対は，ロバートの死後も変
わらなかった。テンプルは苛立って，結婚を早く決
断するよう催促する。しかしいまだ家族の承認を得
られないドロシーは，相変わらずはっきりとした返
答をすることができなかった。テンプル以外の男性
との結婚はありえないと思ってはいても，彼と一緒
になれる保証はどこにもなく，そのためぬか喜びに
なりかねない不確実なことを言うことはできなかっ
たのである。
　1653年の10月に２人は久しぶりにロンドンで会っ
た。だがいくら話し合っても，事態は良い方向に進
む見通しはなかった。決断をせき立てるテンプルへ
の愛と，反対する家族の間でドロシーは苦悩する。
やがて彼女の脳裏を，結局はこれも自分に定められ
た運命ではないか，神が２人の結婚を欲していない
のではないか，という考えがふとよぎるようになる。
そしてそうした考えは，ついにドロシーに次のよう
に言わせてしまうのである。「あなたに最後のお別
れを言う気持ちなどまったくありませんが，同時に
この世であなたに会えて良かったと思いながらお別
れする覚悟もあります」。
　この年の晩秋，ドロシーの父親の病状が悪化した。
死はさして遠くないように思われた。兄のヘンリー
の干渉も相変わらず続いていた。ドロシーは疲れ果
て，「早く死んで静かな墓に入り，この世の苦しみ
から解放されたい」と厭世的な言葉すら漏らすよ
うになる。ドロシーはもはや何をどのようにしてよ
いのかわからず，気弱を通り越して絶望的となる。
そして12月にはいよいよ揺れ動く気持ちを吹っ切っ
て，テンプルとの結婚を諦め，別れの手紙をしたた
めるのである。
　「私は私たちの今までの不運全体について真剣に
考えましたが，私たちが逃れることのできないも
のに屈服しないかぎり，その不運には際限がない
ことがわかりました。そしてそれに従うことに
よって，もし抵抗すれば確実に破滅をもたらすに
違いない打撃の力を弱めることができることもわ
かりました。あなたが私にとってどれほど大切な
方であったか，あなたのご親切に甘えて私がどれ
ほど自分の人生への期待を満たしてきたか，と
いったことは申し上げる必要もないと思います。
それは私が自ら願った唯一の幸福でありました
し，そのことにあまりにも心を傾注した結果，天
罰が下って，私が自分の愛情をいかに純真なもの
と考えようと，それは世間の物事に対して許容さ
れる範囲を超えた罪であるということが，今にし
てわかった次第でございます。このような懸念や
ものの考え方を私にさせるのは，私の憂鬱の気質
でも，他人の説得でもございません。それは，私
の理性が情念に打ち勝ち，私に与えられた運命に
完全に従うようにさせるまでの，自分自身との長
い闘いの結果なのでございます。……私たちは今
まであまりにも非現実的な希望を頼りに生きてき
ましたので，その希望がはたして私たちの不運の
重さに耐えることができるかどうか不安に思った
こともしばしばございました。しかし気が変に
なった人を見ればわかりますように，情念は人間
の本性以上の力を与えるものです。いい気になっ
ているわけではありませんが，私たちの情念は純
化された狂気そのものでした。自分の空想をかき
立てる唯一の目標以外には，世間のすべての物事
を忘れ果て，それを獲得する可能性がほとんどな
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く，また予想される多くの障害が立ちはだかって，
それを手に入れ損なうのは確実だと思われますの
に，寝食を忘れてそれを追求するとは。今とりわ
け大切なことは，私たちの情念が，理性と宗教が
私たちに支配することを教えるものによって……
現に支配されつつあるということです。……私が
このように心変わりしたのは，私の人間性の軽さ
からでも，私たちには無縁な何らかの利害からで
もありません。……ほかのことで私たちの意見が
割れたことはございません。ですからこの点でも
同意していただけるならば，そして〔情念を支配
することによって〕完全な友人関係へと移る決心
をすることができるならば，私たちは何て幸せに
なれることでしょう。……私はあなたを大きな尊
重と尊敬に値する方と思い，特別な友情を抱いて
おります。あなたも私のことを常に変わらぬ忠実
な人間とお考えくださいませ。」
　ドロシーらしくもなく，持って回った言い方であ
る。要は，これからは結婚相手としてではなく，友
人として付き合っていきましょうという，いつの世
にも見られる常套句を用いた別れの手紙である。こ
の手紙を受け取ったテンプルは，ドロシーとの別れ
など微塵も考えていなかったため，激しく動揺する。
そして猛烈に怒って，ドロシーの真意を確かめ，説
得し，翻意させるために直ちにチックサンズへ行く
と書き送った。だがドロシーはそれを拒絶，そのた
めテンプルは逆上し，もし結婚できないならば自殺
も辞さない，とまるで脅迫するかのように宣告した。
テンプルの生涯において，最も感情をむき出しにし
た場面であろう。ドロシーはテンプルの激烈な言葉
に狼狽し，恐れおののいた。自分の別れの一言が，
純粋で一途なテンプルを死に追いやってしまうかも
しれない。ドロシーはすぐさま手紙をしたため懇願
した。
　「私を愛してくださるなら，どうか最後のお願い
を拒否なさらないでください。あなたの情念の猛
威からあなたご自身をお守りください。その激情
をすべて私にぶちまけてください。私に対して何
をおっしゃっても，何をお考えになってもかまい
ません。もしおできになるならば，私を今以上に
惨めな者にしてくださってもかまいません。私は
一言も申し上げないで，すべて耐えるつもりでご
ざいます。」
　「あなたはなぜその情念にそれほど不合理に身を
任せておしまいになるのでしょうか。……どうか
お願いですから，そのような不吉な考えをお捨て
になってください。手紙にお書きになっている絶
望的なことを読むと，怖くて震えて参ります。」
　ドロシーは１週間考えた。別れるという自分の判
断を振り返り，愛について考えを巡らす。そして考
え抜いた末，別れの言葉を撤回するのである。われ
われは，もはやその経緯を詳しくたどる必要はない
であろう。年をまたいだこの数週間が，２人にとっ
て最大の危機であった。　（以下，次号）
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